
   

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注１）当四半期における配当予想の修正有無：無 

（注２）現時点では、23年３月期の配当予想額は未定であります。  

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  591  △3.9  △64  －  △63  －  △70  －

22年３月期第１四半期  614  －  △55  －  △54  －  △20  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △1,178  75  －  －

22年３月期第１四半期  △337  25  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  3,474  3,068  88.3  51,256  61

22年３月期  3,596  3,139  87.3  52,435  36

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 3,068百万円 22年３月期 3,139百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  － －  0 00 － － 0 00  0  00

23年３月期  － －

23年３月期（予想）  － － － － － －  －  －

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  1,313  6.8  △81  －  △80  －  △81  －  △1,355  93

通期  2,972  17.1  25  －  27  －  24  －  417  45



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでお

ります。実際の業績等は、業況の変化等により、予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、

［添付資料］Ｐ．３「当四半期の業績等に関する定性的情報」（３）業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 59,868株 22年３月期 59,868株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ －株 22年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 59,868株 22年３月期１Ｑ 59,868株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期会計期間におけるわが国の経済は、景気の持ち直しの傾向が見られるものの、失業率が高水準に

あるなど依然として厳しい状況にあります。また、金融資本市場の変動やデフレの影響など、景気を下押しするリ

スクが存在しており、今後の情勢に注意が必要な状況であります。 

また、当社の事業ドメインである携帯電話市場においては、携帯電話端末の平成22年５月度の国内出荷台数が

前年同月比116.8％と２ヶ月連続プラスとなり、若干の回復傾向が見られます（出所：社団法人電子情報技術産業

協会）。一方、携帯電話端末買い替えサイクルの長期化が継続している中、次世代携帯電話としてiPhoneに代表さ

れるスマートフォンが急速にシェアを拡大しており、これまでの携帯電話から多様化・多機能化へとスピードを上

げて変化が起きつつあり、当社を取り巻く環境は変革期を迎えております。 

このような状況下、新規モバイルサイトの立ち上げならびに既存サイトの充実、モバイルとリアルイベントと

の連動企画実施に取り組んでまいりました。しかしながら、既存サイトにおける会員数は減少傾向にあり、課金収

入については減収となりました。一方、ワンセグチューナー付携帯電話端末の出荷台数に連動するロイヤリティ収

入においては計画を上回る推移となっております。 

 以上の結果、当第１四半期会計期間における売上高は591百万円（前年同期比3.9％減）、営業損失は64百万円

（前年同期の営業損失は55百万円）、経常損失は63百万円（前年同期の経常損失は54百万円）となりました。ま

た、資産除去債務会計基準の適用に伴う過年度分の影響額として特別損失を６百万円計上したことにより、四半期

純損失は70百万円（前年同期の四半期純損失は20百万円）となりました。 

  

○セグメント別の状況 

（エンタテインメント事業） 

 当事業におきましては、主要サービスであるアーティスト・タレントのモバイルサイト運営について積極的な営

業活動を行い、新規加入者の獲得・既存加入者のARPU（Average Revenue Per User）の向上に努めてまいりまし

た。具体的な取り組みとしまして、５月に劇団「ワハハ本舗」のオフィシャルモバイルサイト『ワハハ本舗モバイ

ル』において全国ツアーとの連動企画を実施するなど、積極的にリアルイベントとの連動企画を推進してまいりま

した。また、６月には人気グループ「AKB48」のメンバー13人が所属する株式会社プロダクション尾木によるオフ

ィシャルモバイルサイト『AKB48 TeamOgi』のサービスを開始しており、今後も魅力的なモバイルサイトのサービ

スを提供していく予定であります。 

 以上の結果、当事業の売上高は319百万円、営業利益は38百万円となりました。 

  

（メディア事業） 

 当事業におきましては、放送と通信の連携分野を主要な事業として取り組んでおり、ワンセグチューナー付携帯

電話端末の出荷台数に連動するロイヤリティ収入は携帯電話端末の国内出荷台数の増加を背景に計画を上回る推移

となりました。また、携帯電話向けアプリケーション等開発案件においてはほぼ計画通り受注をすることができま

した。さらには、４月にコンテンツの拡充を目的としまして株式会社フジテレビジョンとの協業案件である「CXア

ーティストNUDE」において、ロックバンド「ユニコーン」のドラマーである「川西幸一」のオフィシャルモバイル

サイト『川西でござる』を開始しております。 

 以上の結果、当事業の売上高は196百万円、営業利益は43百万円となりました。 

  

（ビジネスソリューション事業） 

 当事業におきましては、企業向けモバイルサイトの構築等のモバイルソリューションの提供がほぼ計画通り受注

できております。また、４月より来期以降の本格的な収益化を目標とした『POSデータ・デジタルサイネージ・

FeliCaを活用した小売店向け販促プラットフォーム』の提供を開始しており、現在は東京都内のドラッグストアに

て効果検証テストを実施しております。 

 以上の結果、当事業の売上高は70百万円、営業利益は18百万円となりました。 

  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

イ．財政状態の分析   

当第１四半期会計期間末の資産合計は3,474百万円と前事業年度末比で121百万円（3.4％）減少いたしまし

た。負債合計は前事業年度末比50百万円（11.1％）減少の406百万円、また純資産合計は前事業年度末比70百万

円（2.2％）減少の3,068百万円となりました。 

流動資産につきましては、122百万円減少しました。その主な要因は、売上債権の回収により受取手形及び売

掛金が67百万円減少したこと、ならびに、固定資産の売却に伴う未収入金36百万円の回収等により、その他流

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



動資産40百万円が減少したことによるものです。 

固定資産につきましては、大きな変動はありませんでした。 

負債につきましては、50百万円減少しております。これは仕入債務の支払により買掛金47百万円が減少した

こと等によるものであります。 

  

ロ．資本の財源及び資金の流動性についての分析  

当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は3百万円（前第１四半期会計期間は18百万円の収入）となりました。 

これは、主に税引前四半期純損失69百万円を計上したこと等の減少要因があったものの、売上債権の減少67百

万円等の増加要因があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は11百万円（前第１四半期会計期間は30百万円の収入）となりました。 

これは、有形・無形固定資産の取得による支出11百万円があったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は0百万円（前第１四半期会計期間は0百万円の支出）となりました。 

これは、リース債務の返済によるものであります。 

  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当社を取り巻く環境は、携帯電話のハード面においては従来型の携帯電話からスマートフォンのシェア拡大、ソ

フト面においては通信環境の高速・広域化によるリッチコンテンツへのニーズの高まりから、携帯電話ユーザーの

ニーズの多様化がますます進んできております。 

 このような状況下、エンタテインメント事業におきましては、スマートフォンへの対応、動画配信や着せ替えコ

ンテンツ等のリッチコンテンツの拡充を行い、多様なユーザーニーズにこたえる事によって収益の拡大を目指して

まいります。同時にコンテンツ配信にとどまらず、オフィシャルモバイルサイトとリアルイベントとの連動企画と

してモバイルサイト内において興行チケットの会員向け優先販売を行うこと等により、会員の満足度向上、ひいて

は携帯コンテンツ配信サービスの付加価値の向上に努め、収益の多角化を図ってまいります。 

 メディア事業におきましては、引き続きワンセグチューナー付携帯電話端末のロイヤリティ収入を見込んでお

り、また、携帯電話向けアプリケーション等の開発受注による収益拡大を計画しております。さらに、携帯電話向

けマルチメディア放送等、新規プラットフォーム向けの営業活動についても積極的に展開してまいります。 

 ビジネスソリューション事業におきましては、最新の技術をいち早く取り入れ、これまでに培ったノウハウによ

り他社との差別化を図ることで、モバイルコンテンツ市場の拡大に伴う積極的な営業活動を実施してまいります。

 以上により、業績見通しにつきましては概ね予想通りに推移しており、現時点におきましては平成22年５月７日

に発表いたしました平成23年３月期の業績予想に変更はありません。 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

   

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これにより、営業損失および経常損失はそれぞれ225千円増加し、税引前四半期純損失は6,458千円増加して

おります。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

   

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,581,875 1,597,192

受取手形及び売掛金 524,640 592,048

商品及び製品 191 187

預け金 1,000,407 1,000,003

その他 35,554 75,617

貸倒引当金 △2,381 △2,480

流動資産合計 3,140,286 3,262,568

固定資産   

有形固定資産 47,385 40,818

無形固定資産 41,442 46,958

投資その他の資産 245,733 246,040

固定資産合計 334,561 333,817

資産合計 3,474,847 3,596,386

負債の部   

流動負債   

買掛金 278,418 326,181

未払法人税等 2,551 6,322

ポイント引当金 1,491 1,843

その他 108,197 120,156

流動負債合計 390,659 454,504

固定負債   

資産除去債務 14,044 －

その他 1,513 2,681

固定負債合計 15,557 2,681

負債合計 406,216 457,186

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,770,425 1,770,425

資本剰余金 1,467,249 1,467,249

利益剰余金 △169,043 △98,474

株主資本合計 3,068,630 3,139,199

純資産合計 3,068,630 3,139,199

負債純資産合計 3,474,847 3,596,386



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 614,804 591,098

売上原価 366,608 313,593

売上総利益 248,195 277,505

販売費及び一般管理費 304,138 341,835

営業損失（△） △55,942 △64,330

営業外収益   

受取利息 1,006 543

受取配当金 － 30

還付加算金 336 －

その他 5 6

営業外収益合計 1,348 580

営業外費用   

支払利息 23 13

営業外費用合計 23 13

経常損失（△） △54,618 △63,763

特別利益   

貸倒引当金戻入額 35,000 －

特別利益合計 35,000 －

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,233

特別損失合計 － 6,233

税引前四半期純損失（△） △19,618 △69,996

法人税、住民税及び事業税 572 572

法人税等合計 572 572

四半期純損失（△） △20,190 △70,569



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △19,618 △69,996

減価償却費 27,603 11,609

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35,165 △98

受取利息及び受取配当金 △1,006 △573

支払利息 23 13

売上債権の増減額（△は増加） 53,930 67,408

たな卸資産の増減額（△は増加） 477 △3

仕入債務の増減額（△は減少） △31,337 △47,762

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,233

その他 25,124 31,243

小計 20,031 △1,927

利息及び配当金の受取額 1,006 573

利息の支払額 △23 △13

法人税等の支払額 △2,354 △2,290

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,660 △3,657

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △5,267 △5,029

無形固定資産の取得による支出 △11,461 △6,158

敷金の回収による収入 47,668 182

投資活動によるキャッシュ・フロー 30,940 △11,006

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △239 △249

財務活動によるキャッシュ・フロー △239 △249

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 49,361 △14,913

現金及び現金同等物の期首残高 2,639,568 2,597,195

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,688,930 2,582,282



 該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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